
　
昨
年
、
本
校
は
創
立
五
十

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
、
記
念
式
典
な
ら
び
に

各
種
記
念
事
業
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
準
備
・

運
営
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
各
事
業
協
賛
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
法
人
・
学
校
関
係

者
の
皆
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｏ
Ｂ

会
、
同
窓
会
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物

で
あ
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
五
十
周
年
を
迎
え
た
本
校

は
、
社
会
に
お
い
て
伝
統
校

と
し
て
確
か
な
存
在
感
を
示

す
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
記

念
式
典
で
ご
講
演
い
た
だ
い

た
大
島
理
森
元
衆
議
院
議
長

に
後
日
お
目
に
か
か
る
機
会

が
あ
り
、
そ
の
折
、
本
校
の

進
学
実
績
や
校
風
に
つ
い
て

高
く
評
価
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
卒
業
生
の
一
人
と
し

て
、
ま
た
同
窓
会
を
代
表
す

る
立
場
と
し
て
大
き
な
誇
り

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
本
校

が
百
周
年
に
向
け
着
実
に
歩

み
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
春
卒
業
を
迎
え
た
三
年

生
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
生
百

年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、

高
校
生
活
の
三
年
間
は
決
し

て
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

「
心
の
中
の
ノ
ー
ト
」
を
つ

く
る
濃
密
な
時
間
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仲
間
と
の
出
会
い
や
挑
戦
の

日
々
は
、
皆
さ
ん
の
心
に
確

か
な
礎
を
築
い
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
道
を
選
ぶ
に
し

て
も
、
高
校
で
培
っ
た
努
力

の
習
慣
と
仲
間
と
の
絆
が
、

皆
さ
ん
を
支
え
る
大
き
な
力

と
な
る
は
ず
で
す
。

　
進
学
や
就
職
に
よ
り
親
元

を
離
れ
、
社
会
へ
踏
み
出
す

と
き
、
異
な
る
文
化
や
価
値

観
を
も
つ
人
々
と
の
出
会
い

や
対
話
を
通
し
て
、
視
野
は

広
が
り
、
理
解
力
は
深
ま

り
、
や
が
て
友
愛
や
寛
容
の

心
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
困
難
に
直
面
す
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、「
心
の
中
の
ノ
ー
ト
」

が
自
ら
を
支
え
て
く
れ
る
場

面
が
必
ず
あ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　
私
自
身
の
経
験
か
ら
申
し

上
げ
る
と
、
成
功
と
は
偶
然

を
待
つ
も
の
で
は
な
く
、
判

断
に
至
る
ま
で
の
過
程
で

「
よ
り
成
功
し
や
す
い
条
件
」

を
積
み
重
ね
て
い
く
営
み
で

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

成
功
と
失
敗
は
一
見
五
分
五

分
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

数
学
的
に
確
立
と
は
、
あ
る

事
象
が
偶
然
に
起
こ
る
可
能

性
の
度
合
い
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
個
々
の
結
果
を
保
証

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
生
の
選
択
に
は
常
に

条
件
を
伴
い
、
そ
の
整
え
方

に
よ
っ
て
結
果
の
生
じ
や
す

さ
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

多
く
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

独
り
よ
が
り
な
判
断
を
避
け

る
姿
勢
が
、
人
生
に
お
け
る

成
功
の
確
率
を
高
め
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
に
お
い
て
自
ら

の
判
断
に
責
任
を
持
ち
、
着

実
に
歩
み
を
重
ね
て
い
か
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。
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三
月
十
五
日
、
第
50
期
同

窓
会
定
例
幹
事
会
総
会
が
八

戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
で
あ
る
第

四
十
九
期
活
動
報
告
お
よ
び

会
計
報
告
、
第
二
号
議
案
の

第
50
期
活
動
計
画
お
よ
び
予

算
案
、
第
三
号
議
案
の
役
員

改
選
の
件
、
第
四
号
議
案
の

第
50
回
記
念
演
奏
会
な
ら
び

に
納
涼
パ
ー
テ
ィ
運
営
の
件

　
今
年
度
還
暦
を
迎
え
ら
れ

た
出
町
昌
則
先
生
に
、
こ
れ

ま
で
の
教
員
生
活
の
思
い
出

と
、
同
窓
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
】

　

二
高
で
の
教
員
生
活
は
、

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
と
い

う
の
が
実
感
で
す
。
始
め
の

十
七
年
間
は
担
任
と
し
て
の

業
務
を
果
た
す
の
が
精
一
杯

で
、
生
活
指
導
や
進
路
指
導

を
先
輩
の
先
生
方
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
、
同
僚

に
支
え
ら
れ
て
ク
ラ
ス
経
営

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
十
五
年
間
は
担
任
を
外

れ
て
学
年
や
分
掌
を
ま
と
め

る
役
割
に
な
る
と
更
に
周
囲

の
先
生
方
と
意
見
を
戦
わ
せ

な
が
ら
一
つ
に
ま
と
め
る
場

面
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
生

徒
を
よ
り
よ
い
方
向
に
持
っ

て
行
き
た
い
、
学
校
を
更
に

発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
い

思
い
を
持
つ
多
く
の
同
僚
に

恵
ま
れ
、
充
実
し
た
教
員
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
生
徒
と
の
思

い
出
は
、
こ
の
原
稿
の
字
数

で
書
き
切
れ
な
い
の
で
す
が
、

高
校
三
年
間
と
い
う
人
生
百

年
時
代
か
ら
す
れ
ば
ほ
ん
の

一
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
そ
れ
に

関
わ
れ
た
事
に
こ
の
仕
事
に

や
り
が
い
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

【
二
高
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
へ
】

　
二
高
は
今
年
五
十
周
年
事

業
を
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
に
還
暦
を
迎
え
一
区

切
り
で
き
る
こ
と
は
私
に

と
っ
て
よ
り
感
動
的
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

の
二
高
は
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
県
の

生
徒
激
減
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
本
校
生
徒
は
微
増
傾
向
に

あ
り
、
本
校
を
第
一
志
望
で

入
学
す
る
生
徒
が
学
年
全
体

の
80
％
を
超
え
、
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
か
ら
評
価
の
高

い
学
校
に
変
容
し
て
い
ま
す
。

校
舎
の
老
朽
化
は
否
め
な
い

の
で
す
が
、
生
徒
達
は
明
る

く
、
誇
り
を
も
っ
て
青
春
を

謳
歌
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生

も
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る

姿
を
見
る
に
つ
け
頼
も
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
二

高
は
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
輩
出
し
て
い
く
学
園
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
岩
渕
会

長
を
は
じ
め
多
く
の
役
員
が

留
任
と
な
り
、
新
た
に
常
任

理
事
と
し
て
小
幡
千
裕
氏

（
15
回
生
）、
関
東
支
部
長
と

し
て
は
、
大
久
保
平
氏
（
20

回
生
）
に
、
前
支
部
長
の
植

村
昭
雄
氏
（
10
回
生
）
は
顧

問
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し

　

平
成
十
二
年
八
月
十
三

日
、
創
立
三
十
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
翌
日
に
控
え
、

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
と
後

輩
の
活
躍
を
願
い
、
同
窓
会

有
志
に
よ
る
母
校
支
援
組
織

「
光
彩
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。

　
本
会
で
は
、
今
回
の
創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
に
際

し
、
五
百
万
円
を
寄
付
し
て

お
り
ま
す
。
年
会
費
六
千
円

を
積
み
立
て
、
周
年
記
念
行

事
へ
の
寄
付
を
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本

会
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ

い
。
入
会
を
ご
希
望
の
方

は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
令
和
７
年
度
青
森
県
総
合

体
育
大
会
テ
ニ
ス
競
技
に

て
、
一
貫
コ
ー
ス
３
年
の
大

場
祐
悟
さ
ん
が
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
に
て
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
に
広
島
県
に
て

行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
し
ま
し
た
。
大
場
さ
ん

は
、
附
属
中
・
二
高
の
６
年

間
練
習
に
励
み
成
果
を
挙
げ

ま
し
た
。

　
本
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
よ

り
評
価
さ
れ
、
令
和
７
年
４

月
３
日
に
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
に
正
式
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
世
界
の
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参

加
で
き
こ
れ
ま
で
以
上
に
国

際
交
流
等
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
外

学
習
な
ど
様
々
な
活
動
を
し

ま
し
た
。
今
後
も
本
校
の
取

り
組
み
に
ご
注
目
く
だ
さ

い
。

た
。

　
八
月
十
一
日
、
光
彩
会
総

会
で
、
同
窓
会
の
特
別
会
計

よ
り
周
年
の
た
め
百
万
円
を

七
月
三
十
一
日
寄
付
し
た
報

告
が
あ
り
、
ご
了
承
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
三
月
の

総
会
で
審
議
す
べ
き
こ
と
で

す
が
、
予
算
案
の
段
階
で
漏

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二高教員インタビュー
～還暦を迎えられた先生からのメッセージ～

出　町　昌　則 先生

光
彩
会
会
員
募
集

テニス競技
男子シングルス　優勝
インターハイ２０２５に出場

第
50
期 

同
窓
会
定
例
幹
事
会
総
会

令和７年度　青森県高校総合体育大会

二高・二高附属中

ユネスコスクールに�
� 正式認定
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【
３
月
】
令
和
６
年
度
卒
業

生
の
大
学
入
試
合
否
結
果
が

出
ま
し
た
。
自
治
医
科
大
学

医
学
科
、
弘
前
大
学
医
学
部

医
学
科
、
横
浜
国
立
大
学
、

広
島
大
学
な
ど
、
多
く
の
難

関
大
学
を
合
格
し
ま
し
た
。

【
４
月
】
３
日
、
本
校
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
ユ
ネ

ス
コ
本
部
に
よ
り
評
価
さ

れ
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に

正
式
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
世

界
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
で

き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
際

交
流
等
が
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
７
日
、
入
学
式
が
執
り
行

わ
れ
、
高
等
学
校
１
７
０

名
、
附
属
中
学
校
25
名
が
入

学
し
ま
し
た
。
校
長
先
生
に

よ
る
祝
辞
、
理
事
長
告
辞
の

後
、
附
属
中
１
年
の
川
守
田

由
珠
さ
ん
並
び
に
第
二
高
校

一
貫
コ
ー
ス
１
年
の
玉
澤
一

斗
さ
ん
が
新
入
生
宣
誓
を
述

べ
ま
し
た
。

【
５
月
】
16
日
、
国
際
理
解

に
関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
海
道
教
育
大

学
函
館
校
国
際
地
域
学
科
地

域
教
育
専
攻
准
教
授 

石
森

広
美
先
生
よ
り
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　

　
18
日
、
館
鼻
岸
壁
特
設
会

場
を
発
着
点
に
行
わ
れ
た

「
第
44
回
八
戸
う
み
ね
こ
マ

ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
に
、
生

徒
45
名
、
教
職
員
５
名
が

「
３
キ
ロ
着
順
な
し
」
に
出

場
し
ま
し
た
。
全
員
無
事
に

完
走
で
き
ま
し
た
。

【
６
月
】
２
日
、「
第
78
回

青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
」
が
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
美

術
コ
ー
ス
２
年
、
樋
口
華
音

さ
ん
の
作
品
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
硬
式
テ
ニ
ス
競
技
で

は
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
て

一
貫
コ
ー
ス
３
年
の
大
場
祐

悟
さ
ん
が
優
勝
し
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し

た
。
同
じ
く
女
子
団
体
で
は

準
優
勝
し
、
東
北
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
で
は
、
東
地
区
合
同

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
た
総

合
コ
ー
ス
２
年
の
井
上
空
さ

ん
が
東
北
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　
13
日
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
体
育
祭
を
実
施
し
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
ご
来
賓
・
保
護
者
の
皆
様

に
見
守
ら
れ
る
中
、
学
年
の

枠
を
超
え
て
楽
し
く
競
技
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
黄
軍
と

紅
軍
が
同
点
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

　
28
日
、
高
校
生
が
つ
く
る

こ
ど
も
食
堂
「
に
こ
に
こ
食

堂
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
や
綿
あ

め
、
射
的
な
ど
の
屋
台
を
企

画
し
、
参
加
し
た
子
ど
も
達

は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

【
７
月
】
20
日
～
21
日
、
二

高
・
附
属
中
祭
が
開
催
。
二

日
間
で
二
千
人
以
上
の
方
々

が
二
高
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
躍
動
感
あ
る
ダ
ン
ス

や
バ
ン
ド
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
23
日
～
24
日
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
合
優

勝
は
青
軍
と
な
り
、

体
育
祭
か
ら
始
ま
っ

た
す
べ
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
終
了
し
ま
し

た
。

　
26
日
、
二
高
・
附

属
中
体
験
入
学
が
合

同
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
暑
い
中
、
千
人
を
超
え

る
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
８
月
】
１
日
～
２
日
に
、

八
戸
工
業
大
学
番
町
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
「
ば
ん
ら

ぼ
」
に
て
、
八
戸
三
社
大
祭

の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
と

し
て
、
生
徒
35
名
が
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
今
年
も
日
本
語
・
英
語

の
観
光
案
内
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
三
社
大
祭
観
光
記

念
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
成
を

行
い
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら

観
光
に
い
ら
し
た
方
々
の
ほ

か
、
地
元
の
方
々
に
も
多
く

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
９
月
】
本
校
生
徒
希
望
者

が
、
八
戸
工
業
大
学
に
て
科

目
等
履
修
生
ま
た
は
聴
講
生

と
し
て
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
入
門
」
を
受
講
し
ま

し
た
。
高
校
生
の
興
味
・
関

心
・
視
野
を
広
げ
て
将
来
の

進
路
選
択
に
役
立
て
、
高
等

教
育
の
一
端
に
触
れ
て
大
学

で
の
学
問
の
学
び
方
を
体
験

し
、
進
学
後
の
円
滑
な
大
学

生
活
の
一
助
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
座
は
次
年
の
１
月
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
26
日
、
本
校
美
術
コ
ー
ス

が
ユ
ー
ト
リ
ー
に
展
示
さ
れ

て
い
る
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
２

年
ぶ
り
に
更
新
し
ま
し
た
。

新
作
の
展
示
に
合
わ
せ
て
展

示
式
が
行
わ
れ
、
八
戸
市
の

熊
谷
市
長
か
ら
黒
坂
校
長
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
10
月
】
４
日
、
創
立
50
周

年
記
念
式
典
が
八
戸
市
公
会

堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
全
校

生
徒
と
関
係
者
約
９
０
０
人

が
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
10
日
、
青
森
県
高
校
総
合

文
化
祭
美
術
部
門
に
て
、
美

術
コ
ー
ス
２
年
の
大
山
紘
侑

さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
（
写
真
右
）。

【
11
月
】
21
日
、
一
学
年 

総
合
的
な
探
究
の
時
間
を
利

用
し
て 

「
先
輩
か
ら
後
輩
へ

の
夢
相
伝
講
座
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
警

察
・
環
境
省
三
陸
復
興
国
立

公
園
管
理
事
務
所
八
戸
管
理

官
事
務
所
・
太
子
食
品
工
業

株
式
会
社
・
三
戸
町
役
場
ま

ち
づ
く
り
課
・
株
式
会
社
ユ

ニ
バ
ー
ス
・
青
い
森
信
用
金

庫
・
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社

／
東
北
の
デ
ザ
イ
ン
社
・
八

戸
市
立
市
民
病
院
よ
り
講
師

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
対
す
る

取
組
み
な
ど
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

　
29
日
、
デ
ー
リ
ー
東
北
新

聞
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
高
校

生
の
部
に
て
、
美
術
コ
ー
ス

３
年
の
梅
澤
華
恋
さ
ん
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
12
月
】
16
日
、
中
庭
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
が
40

周
年
の
時
に
植
え
ら
れ
た
中

庭
の
木
に
50
周
年
記
念
の
特

別
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

点
灯
さ
れ
、
生
徒
会
や
軽
音

楽
愛
好
会
が
中
心
と
な
り
、

皆
で
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
の
ハ
ッ

ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
を
大
合
唱

し
ま
し
た
（
写
真
右
下
）。

【
１
月
】
23
日
～
25
日
、
八

戸
市
美
術
館
に
て
第
40
回
美

術
コ
ー
ス
作
品
展
が
行
わ

れ
、
多
数
の
方
々
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　
八
戸
工
業
大
学
第
二
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

＆
軽
音
楽
愛
好
会
自
主
公
演

が
、
令
和
８
年
３
月
15
日

（
日
）
13
時
30
分
よ
り
Ｓ
Ｇ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
八
戸
（
公

民
館
ホ
ー
ル
）
に
て
開
演
い

た
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
無

料
で
す
。

お
悔
や
み

　

太
田
芳
明
先
生
（
元
教

諭
）
が
令
和
八
年
一
月
七

日
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

教
科
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、

学
校
行
事
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

二
高
生
・
附
属
中
生
の
み
ん

な
か
ら
愛
さ
れ
る
先
生
で
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度　
二
高
ト
ピ
ッ
ク
ス

飛 翔 Ｏ Ｂ 会令和８年３月２日(3) 第　33　号



　
昨
年
８
月
11
日
、
第
50
回

八
戸
工
業
大
学
第
二
高
等
学

校
同
窓
会
「
飛
翔
Ｏ
Ｂ
会
」

が
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
50
周
年
記
念
特
別
演

奏
会
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
で
活

躍
す
る
藤
原
歌
劇
団
所
属
の

声
楽
家
・
山
内
政
幸
氏
（
18

回
生
）
と
、「
デ
ビ
ッ
ド
・

マ
シ
ュ
ー
ズ
八
戸
ト
リ
オ
」

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
デ
ビ
ッ
ド
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

氏
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
３
度

受
賞
し
た
伝
説
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
・
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ

り
、
現
在
は
八
戸
市
在
住
し

て
お
り
、
本
場
ア
メ
リ
カ
の

ジ
ャ
ズ
を
、
八
戸
ジ
ャ
ズ
楽

団
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
指
導
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

ベ
ー
ス
は
久
保
沢
清
吾

氏
（
２
回
生
）
が
務
め
、
八

戸
ジ
ャ
ズ
楽
団
の
代
表
と
し

て
マ
シ
ュ
ー
ズ
氏
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
も
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
ム
の
相
馬
登
氏
は
紅

白
歌
合
戦
出
演
の
経
歴
を
持

ち
、
八
戸
ジ
ャ
ズ
楽
団
で
後

進
の
育
成
に
尽
力
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

当
日
は
同
窓
生
を
は
じ

め
、
ご
来
賓
、
保
護
者
、
生

徒
ら
百
三
十
名
が
出
席
し
、

ジ
ャ
ズ
と
オ
ペ
ラ
、
唱
歌
な

ど
全
９
曲
、
約
１
時
間
の
演

奏
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
途
中
、
飛
び
入
り
で
中
村

光
希
氏
（
小
学
６
年
生
）
が

ド
ラ
ム
演
奏
を
披
露
し
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

記
念
に
残
る
と
て
も
素
敵
な

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

第 50 回 記 念 演 奏 会
ー オペラとジャズの響きが会場を魅了 ー
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記
念
演
奏
会
終
了
後
、
会

場
を
移
し
て
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
岩
渕
義
明
同

窓
会
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に

続
き
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て

黒
坂
孝
校
長
先
生
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
学
校
の
近
況

報
告
と
日
頃
か
ら
の
支
援
に

対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
創
立
50

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
同

窓
会
光
彩
会
よ
り
金
五
百
万

円
、
同
窓
会
よ
り
金
百
万
円

の
目
録
が
、
岩
渕
会
長
か

ら
黒
坂
校
長
先
生
へ
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
八

戸
市
長
の
熊
谷
雄
一
氏
（
６

回
生
）
に
よ
る
乾
杯
の
発
声

で
宴
が
始
ま
り
、
１
回
生
か

ら
今
年
卒
業
し
た
50
回
生
ま

で
が
、
在
学
当
時
の
思
い
出

話
や
旧
友
と
の
再
会
を
楽
し

み
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
終
盤
に
は
、
本
会
恒
例
の

大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
目
玉

景
品
で
あ
る
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
（
Ａ
16
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
、
１
２
８
Ｇ
Ｂ
）
１
台

を
今
年
の
卒
業
生
が
獲
得
し

て
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。
最

後
は
下
崎
一
馬
先
生
の
指
揮

の
も
と
、
全
員
で
校
歌
と
二

高
賛
歌
を
斉
唱
し
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第50回同窓会　盛大に開催
ー 世代を超えた交流と感謝のひととき ー
第50回同窓会　盛大に開催
ー 世代を超えた交流と感謝のひととき ー
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卒
業
生
の
声

「
６
年
の
学
び
」

�

野
沢　
亮
太

　

二
高
・
附
属
中
で
過
ご
し

た
６
年
間
は
、
自
分
に
と
っ

て
と
て
も
充
実
し
た
日
々
で

し
た
。
高
校
生
活
で
は
、
授

業
だ
け
で
な
く
、
学
外
活
動

な
ど
を
通
し
て
、
多
く
の
人

と
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
先
生
、

校
外
の
人
と
意
見
を
交
わ
す

中
で
、
自
分
に
は
な
か
っ
た

考
え
方
に
触
れ
、
物
事
を
多

角
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
視
野
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
特
に
、
自
分
の
考
え

を
言
葉
に
し
て
相
手
に
伝
え
、

相
手
の
意
見
を
受
け
止
め
な

が
ら
議
論
を
深
め
る
経
験
は
、

進
路
を
決
め
る
上
で
大
き
な

「
居
場
所
で
の
歩
み
」

�

梅
澤　
華
恋

　

３
年
間
、
私
は
美
術
コ
ー

ス
の
一
員
と
し
て
、
数
多
く

の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
い
画

材
や
技
術
に
触
れ
る
機
会
が

多
く
、
一
年
次
は
経
験
も
浅

か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
制
作

に
関
わ
る
す
べ
て
が
新
鮮
で
、

輝
い
て
見
え
る
時
間
で
し

た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
、
自
分
の
表
現
と
向
き
合

う
日
々
は
、
い
ま
振
り
返
っ

て
も
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、

大
き
な
学
び
へ
と
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
私
の
ク
ラ
ス
に
は
、

苦
手
な
こ
と
か
ら
逃
げ
ず
、

自
ら
課
題
と
向
き
合
い
改
善

し
よ
う
と
努
力
す
る
生
徒
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

力
に
な
り
ま
し
た
。
迷
う
こ

と
や
思
い
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
友

達
や
先
生
方
、
家
族
な
ど
周

囲
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
挑
戦

を
続
け
た
こ
と
で
、
自
分
な

り
の
目
標
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
６
年
間
で
得
た
経
験

は
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
や
挑

戦
の
中
で
も
活
か
さ
れ
、
自

分
の
進
む
道
を
支
え
る
大
切

な
土
台
に
な
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
前
向
き

に
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

胸
に
進
み
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
、
感
謝
し
ま
す
。

姿
は
自
然
と
周
囲
に
も
良
い

刺
激
を
与
え
、
一
人
ひ
と
り

が
唯
一
無
二
の
生
徒
で
あ
り
、

作
家
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
は
そ
の
姿
に
、
何

度
も
背
中
を
押
さ
れ
、
前
向

き
な
活
力
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
こ
の
３
年
間

は
、
挑
戦
を
続
け
、
そ
の
分

多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
た
高
校
生
活
で
し
た
。

見
返
り
を
求
め
ず
努
力
す
る

姿
勢
や
、
自
己
を
高
め
続
け

る
大
切
さ
は
、
友
人
や
先
生

方
か
ら
学
ん
だ
、
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
す
。
今
ま
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第51回同窓会in関東
日時：６月21日（日）
　　　13：30～15：45
会場：アルカディア市ヶ谷
　　　東京都千代田区九段北４－２－25

光彩会主催 情報交換納涼会 
日時：８月11日（火）18：00より
会場：八戸パークホテル
会費：１人 7,700円
  ページ右のQRコードで
  お申込みください。

第
51
回
八
戸
工
業
大
学
第
二

高
等
学
校
同
窓
会
㏌
関
東

(

47
）
開
催

今
年
卒
業
、
一
昨
年
卒
業
生

（
50
・
51
回
生
）�

会
費
無
料

　
同
窓
会
は
八
戸
と
関
東
を

隔
年
で
開
催
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
今
年
は
関
東
支
部
で

の
開
催
に
な
り
ま
す
。

◎
日
時

　
令
和
８
年
６
月
21
日（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時
45
分

◎
会
場

　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

　

�

（
私
学
会
館
）

　

�

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北

�

４

－

２

－

25

　

�

電
話
０
３

－

３
２
６
１

－

９
９
２
１

　

�

Ｊ
Ｒ
中
央
線（
各
駅
）市
ヶ

谷
駅
徒
歩
２
分

　

�

地
下
鉄
有
楽
町
線
・
南
北

線
市
ヶ
谷
駅（
Ａ
１

－

１
）

出
口
か
ら
徒
歩
２
分

◎
会
費

　
＊
50
回
生
・
51
回
生
無
料

　
＊
０
回
生
～
49
回
生　

　
　
ご
家
族�

二
千
円

　
＊
ご
来
賓
一
人�

八
千
円

◎
申
込
締
切
日

　
令
和
８
年
５
月
27
日（
水
）

必
着
で
参
加
希
望
者
は
、
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

が
で
き
ま
す
。

情
報
交
換
納
涼
会
開
催

第
27
期
光
彩
会
総
会
後
、
光

彩
会
主
催
の
納
涼
会
を
開
催

し
ま
す
。

◎
日
時

　
令
和
８
年
８
月
11
日（
火
）

�

祝
日
（
山
の
日
）

　

�

18
時
～
20
時
30
分

◎
会
場

　
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　

�

八
戸
市
吹
上
一
丁
目

�

15

－

90
　

�

電
話
０
１
７
８

－

43

－

１
１
１
１

◎
会
費：一
人
七
，七
〇
〇
円

◎
懇
親
会
申
込
締
切
日

　
令
和
８
年
７
月
27
日（
月
）

必
着
で
参
加
希
望
者
は
、
左

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
申

込
み
が
で
き
ま
す
。

６/21
　同窓会in関東
８/11
　情報交換納涼会
　　どちらも右の
　　QRコードから
　　申込可能

令
和
８
年
度　
　
　

　
　
　

新
幹
事
決
定

〈
八
戸
地
区
幹
事
〉

２
組　
三　
浦　
拓　
真

３
組　
蛯　
名　
唯
向
乃

　
　
　
野　
口　
虎　
輝

４
組　
浅　
井　
凜　
子

　
　
　
宗　
前　
愛　
苺

５
組　
木　
村　
望　
乃

　
　
　
志　
田　
　
　
梓

６
組　
坪　
川　
理　
紗

　
　
　
芳　
賀　
稚　
春

〈
関
東
地
区
幹
事
〉

１
組　
大　
場　
祐　
悟

２
組　
水　
溜　
拓　
真

　
　
　
髙　
橋　
　
　
茜

３
組　
河　
村　
龍　
樹

　
　
　
成　
田　
倖　
愛

４
組　
上　
田　
　
　
洵

５
組　
古　
里　
み　
る

　
　
　
土　
屋　
鉄　
平

６
組　
泉　
山　
紗
久
來

　
　
　
田　
代　
心　
乃

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
近
年
、
同
窓
会
の
名
前
を

無
断
使
用
し
、
商
品
や
名
簿

の
販
売
、
寄
付
行
為
を
行
う

事
件
が
多
発
し
て
お
り
ま

す
。
十
分
に
お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い
。
本
同
窓
会
で
は
、

商
品
の
販
売
は
一
切
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
創
立

○
○
周
年
記
念
な
ど
で
寄
付

を
募
る
場
合
は
同
窓
会
事
務

局
あ
る
い
は
学
校
か
ら
の
文

書
が
送
さ
れ
ま
す
。

八戸工業大学第二高等学校同窓会本部
同窓会担当　田中　　洋

　　 〒031-8505　八戸市大字妙字大開67
　　 電話0178-25-4311　FAX0178-25-0568
　　 Ｅメール　p8@kodai2-h.ed.jp

今
年
度
は
東
京
で
同
窓
会
を
開
催

　
今
春
卒
業
、昨
年
卒
業
生（
51・
50
回
生
）
会
費
無
料

同窓会ホームページ

　http://www.kodai2-ob.com/

　　　登録お願いします

市ヶ谷駅市ヶ谷駅

靖国通り
靖国通り

日本大学日本大学

あて 煮込
肴 市ヶ谷
あて 煮込
肴 市ヶ谷

市ヶ谷
ビル

市ヶ谷
ビル

Ｊ
Ｒ

中
央

線

Ｊ
Ｒ

中
央

線

アルカディア市ヶ谷アルカディア市ヶ谷

りそな銀行
市ヶ谷支店
りそな銀行
市ヶ谷支店

(株)アスク(株)アスク

今
年
度
は
東
京
で
同
窓
会
を
開
催

　
今
春
卒
業
、昨
年
卒
業
生（
51・50
回
生
）
会
費
無
料
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